
様式第一（第一条関係）（昭46建令21・全改、昭52建令2・平元建令3・平5建令18・平16国交令12・平17国交令103・平24国交令7・平27国交令54・令元国交令1・令元国交令20・一部改正） （表紙） 流域別下水道整備総合計画書 備考 用紙は、日本産業規格A4を標準とし、以下の各表において同様とすること。 （第1表）下水道の整備に関する基本方針 整備の目標 整備計画年度〇〇年度より〇〇年度まで 都市別整備方針 計画処理人 予定処理区合流式・分計画下水量 （単位立方 都市名摘要 口（単位千 メートル／ の名称流式の別日） 人） 計 備考 「予定処理区」とは、流域別下水道整備総合計画において、それぞれの終末処理場により処理される下水を排除することができることとされている地域をいう。 水質環境基準の水域類型指定と達成予定年度 水低水量又は低水 水域類型指同左達成暫定目標同左達成 位（単位立方メ 域摘要 目標類型 ートル／秒又は 定区間予定年度類型予定年度 名メートル） 備考 「低水位」は、東京湾中等潮位を基準とすること。 （第2表）処理施設 削減方法 当該終末処削減目標量 理場においの一部に相 て削減され当するもの放流先 る放流水のとして他のの名称 摘要 窒素含有量終末処理場及び位 処理 において削置 名称位置予定処 理区の 名称 処理能 力（単 位立 方メー トル／ 日） 削減目 標量 （単位 キロ グラム ／日） 又は燐含有 減される放 方法量（単位 流水の窒素 キログラム 含有量又は ／日） 燐含有量 （単位キ ログラム／ 日） 備考 1「位置」の欄は、市町村名を記載すること。 2「処理方法」の欄は、令第5条の5第1項第2号の表の下欄に掲げる方法その他の下水を処理する方法の名称を記載すること。 3「削減目標量」及び「削減方法」の欄は、令第2条の2に規定する要件に該当する公共の水域又は海域について定められる場合に記載すること。 4法第2条の2第4項の規定による申出があつた場合は、同条第5項に規定する事項を別表に記載すること。 5「放流先の名称及び位置」の欄は、放流先の名称については河川等の名称を記載し、放流先の位置については左右岸の別及び水質基点、主要な支川合流点又は主要な取水点との上下流関係を明らかにして記載すること。 6「摘要」の欄は、計画下水量並びに整備計画年度の最終年次における放流水の予定水質（計画処理水質）及び処理施設において処理すべき下水の予定水質（計画流入水質）を記載すること。季節に応じ、計画処理水質を変更する場合には、整備計画年度の最終年次における季節別の放流水の予定水質（季節別処理水質）をも記載すること。 （第3表）中期的な整備方針 中期整備計画年度〇〇年度より〇〇年度まで 処理施設別中期整備方針 予定処理区の処理施設の名下水道の整備事 都市名中期的な整備の目標 名称称業の実施順位 （別表） 法第2条の2第4項の規定による申出に左欄の申出に同意した他の地方公共団体 係る高度処理終末処理場が管理する特定終末処理場 当該高当該申出当該高度処当該特削減目標当該高度処 度処理に係る放理終末処理定終末量の一部理終末処理 終末処流水の窒場の設置、処理場に相当す場の設置、 理場を素含有量改築、修繕、を管理るものと改築、修繕、 管理す維持その他する他して左欄維持その他 又は燐含 る地方の管理に要の地方の申出にの管理に要 有量（単 公共団する費用の公共団係る高度する費用の 位キロ 体の名予定額（単体の名処理終末予定額のう 名称 グラム／ 摘要 名称 摘要 称位百万円）称処理場にち、当該他 日） おいて削の地方公共 減される団体が負担 放流水のする額（単 窒素含有位百万円） 量又は燐 含有量 （単位 キログラ ム／日） 





 


